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専任教員の個人調書 
（その１） 

履         歴         書 

フ リ ガ ナ 

氏  名 
アトミ  ハナコ 

跡 見  花 子 
男・女 生年月日(年齢) 昭和・平成  年  月  日（ 満  才） 

現    住    所 
〒352-8501 

埼玉県新座市中野一丁目9番6号 電話番号 
 

048(478)3333 

 

メールアドレス 
 

 

 hanako@atomi.ac.jp 

学           歴                       

年  月 事           項                     

   

平成元年 3月 ○○大学文学部臨床心理学科卒業 

平成元年 4月 ○○大学人文科学研究科臨床心理学専攻修士課程入学 

平成 3年 3月 ○○大学人文科学研究科臨床心理学専攻修士課程修了 

平成 3年 3月 学位 修士（臨床心理学）（○○大学）人修第0000号 

平成 3年 4月 ○○大学人文科学研究科臨床心理学専攻博士課程入学 

平成 6年 3月 ○○大学人文科学研究科臨床心理学専攻博士課程単位取得満期退学 

平成 7年 4月 臨床心理士資格認定（臨床心理士資格認定協会）登録番号：第00000号 

平成10年 6月 学位 博士（心理学）（○○大学） 

 

 

 

 

職           歴                       

年  月 事           項                     

  

平成 6年 4月 ○○大学文学部助手（平成 8年 3月まで） 

平成 7年 4月 ○○大学文学部兼任講師（「臨床心理学｣、「心理療法」担当）（平成○年○月まで） 

平成 8年 4月 △△大学文学部専任講師（「心理学概論」等担当）（平成10年 3月まで） 

平成 9年 8月 大学設置・学校法人審議会教員資格審査の判定（△△大学心理学部助教授、専任、「臨床心理学｣、 

 「心理療法｣、「心理学演習｣） 

平成10年 4月 △△大学心理学部助教授（「臨床心理学」等担当）（平成16年 3月まで） 

平成13年 8月 大学設置・学校法人審議会教員資格審査の判定（△△大学大学院心理学研究科修士課程助教授、専任、 

 「臨床心理学特論｣、「臨床心理実習｣、「臨床心理特別演習｣、判定Ｍ○合） 

平成14年 4月 △△大学心理学研究科修士課程助教授･併任（「臨床心理学特論」等担当） 

平成15年 4月 ××大学大学院教育学研究科兼任講師（「臨床心理学研究」担当）（現在に至る） 

平成16年 4月 △△大学心理学部教授（「臨床心理学」等担当）（現在に至る） 

平成16年 8月 大学設置・学校法人審議会教員資格審査の判定（△△大学大学院心理学研究科博士課程教授、専任、 

 「臨床心理学研究」、判定Ｄ合） 

平成17年 4月 △△大学心理学研究科博士課程教授･併任（「臨床心理学研究」担当）（現在に至る） 

平成18年 4月 △△大学心理学部長･併任（平成20年3月まで） 

 

 

 

 

作成例 



2 

学 会 及 び 社 会 に お け る 活 動 等                       

年  月 事 項   

平成 8年 4月 日本○○学会会員（現在に至る） 

平成10年 4月 日本○○学会評議員（平成11年 3月まで） 

平成11年 4月 埼玉県○○審議会委員（平成12年 3月まで） 

平成11年 4月 国立○○センター特別調査員（平成13年 3月まで） 

賞 罰    

年  月 事 項   

平成○年○月 日本○○学会 ○○賞 受賞 

職 務 の 状 況           

勤  務  先 職名 
学部、学科等（所 

属部局）の名称   
担当授業科目名 

毎週担当授業時間数 
備 考 

専任 兼担 兼任 計 

跡見学園女子大学 教授 文学部臨床心理学科 心理学概説 2 2 春学期のみ 

〃 〃 〃 臨床心理学 2 2 秋学期のみ 

〃 〃 〃 ○○実習 集中 

〃 〃 〃 ○○演習 2 2 

上記のとおり相違ありません。  

年   月   日 

氏名 印     
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（その２） 

 

教 育 研 究 業 績 書 
 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事    項 年  月  日 概           要 

１ 教育方法の実践例   

    

① 「｢○○学概論」における○○の試みと

その授業効果について」  

平成○年○月○日 跡見学園女子大学『ＦＤジャーナル』第○号 

Ｐ221～Ｐ226 

 …概要200字程度… 

 

② ＦＤワークショップ 

「○○型授業の実践」 

平成○年○月○日 跡見学園女子大学『ＦＤジャーナル』第○号 

Ｐ359～Ｐ361 

 文学部ＦＤワークショップにおいて、「  」

をテーマに実践報告を行った。 

…概要200字程度… 

 

③ 「○○学入門｣(○○大学、共通科目) 平成○年度、○期 「○○学入門」の授業において、パワーポイント

を使用し、○○○を提示した上で、□□を考えさ

せたところ、◇◇◇の効果があった。 

…概要200字程度… 

 

    

２ 作成した教科書，教材 

 

  

① 『○○学入門』 

 

平成○年○月○日 共著、○○出版、 

○○○○、○○○○、跡見花子、○○○○共著 

…概要200字程度… 

 

② 「○○学特論｣(○○大学、専門科目) 平成○年度、○期 「○○学特論」の授業において、◇◇を考察する

ための資料として、△△の映像を自ら撮影･編集

し、○期の授業内で活用して、学生の視覚的理解

に訴える有効な教材とした。 

…概要200字程度… 

 

③ 「○○研究入門｣(○○大学、専門科目) 平成○年度、○期 「○○学特論」の授業において、○○を□□する

ために、毎回の授業の展開に合わせて、□□の資

料（毎回約○頁分）を作成･配付し、授業の理解を

助ける教材とした。 

…概要200字程度… 

 

    

３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

    

    

    

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

 

  

① ○○大学博物館実習生の指導 平成○○年8月 △△博物館において、○○大学よりの博物館実習

生を３名受け入れ、展覧会の計画、作品の借り出

しの交渉と実務、作品解説、図録作成、ギャラリ

ートーク、作品の返却と残務処理等、展覧会の一

連の流れについて、実際の「○○展」の実務の中

で、指導を行った。 

② 「著作権と編集実務」講習会講師 平成○○年○月○

日 

新入社員に対し、編集の際に直面する著作権の諸

問題について、具体例を挙げつつ、その対処法と

注意すべき諸問題について述べた。 

    



4 

 

５ その他 

 

  

◎ 講演の講師   

① 「心の悩みを解決する」 平成○年○月○日 ○○市 第○回文化講演会 

…概要200字程度… 

 

    

◎ 講座の講師 

 

  

① 「○○と○○の心理学」 平成○年○月○日 跡見学園女子大学平成○年度春期公開講座 

「みんなの心理学」シリーズの一。 

…概要200字程度… 

 

    

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事    項 年  月  日 概           要 

１ 資格，免許   

 中学校教諭1級普通免許状（国語） 昭和○年3月31日 ○○県教育委員会 第00000号 

 高等学校教諭2級普通免許状（国語） 昭和○年3月31日 ○○県教育委員会 第00000号 

 高等学校教諭1級普通免許状（国語） 

臨床心理士（登録番号：第○○○○○号） 

公認心理師（登録番号：第○○○○○号） 

 

昭和○年3月31日 

平成○年4月 

令和○年○月 

 

○○県教育委員会 第00000号 

財団法人日本臨床心理士資格認定協会 

一般財団法人心理研修センター 

 

２ 特許等   

    

    

    

３ 実務の経験を有する者についての特記事項 

 

  

① ドキュメンタリー「医療の現場」全１０回 平成○○年○月○

日～△月△日、△

△△放映 

 △△△放送より依頼を受け、チーフディレクタ

ーとして、全１０回の１時間番組を作成。第○回、

放送ドキュメンタリー賞を受賞。 

② 医療会計事務ソフトウエアー「○○○」の開発 平成○年○月～平

成△年△月△日 

医療会計事務ソフトウエアーの開発責任者とし

て、「○○○」というソフトウエアーの開発を行

った。特に、従来の会計事務で煩雑とされ来た、

～の作成に関し、単純な入力でおこなえるように、

前システムを組み直した。 

    

    

    

    

４ その他 

 

  

◎ 展示監修並びに図録監修、執筆筆   

① 「錯覚と美術」展 平成○年○月○日

～○月○日 

○○市立美術館特別展 

展示及び図録監修 

…概要200字程度… 

    

    

    

    

◎ 新聞掲載   

① 「大学附属心理研究所と市民活動」 平成○年○月○日 『○○新聞』夕刊 

…概要200字程度… 
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研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 

単著， 

共著の 

別     

発行又は発表 

 の年月      

発行所，発表雑誌等又は 

発表学会等の名称       
概    要 

（著書）     

１ ○○のための○○学 単著 平成○年10月 ○○書房 …概要200字程度… 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・〔230Ｐ〕 

２ ○○のための実践研究 共著 平成○年5月 △△出版 ○○○○、跡見花子、□□□□共著 

P.000～P.000 

…概要200字程度… 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・〔○○P〕 

３ ○○基礎講座 編著 平成○年4月 ○○書店 …概要200字程度… 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・〔360Ｐ〕 

４ 

 

△△集成 共編著 平成○年12月 

 

△△社 ○○○○、跡見花子、□□□□共編 

…概要200字程度… 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

〔○○P〕 

５      

（学術論文）     

１ ○○○○についての道 単著 平成○年5月 ○○年報 

第00巻第00号 

P.00～P.00 

…概要200字程度… 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

２ △△△の研究 共著 平成○年10月 △△研究 

第00巻第00号 

○○○○、跡見花子、□□□□共著 

P.000～P.000 

…概要200字程度… 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

３      

４      

５      
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著書，学術論文等の名称 

単著， 

共著の 

別     

発行又は発表 

 の年月      

発行所，発表雑誌等又は 

発表学会等の名称       
概    要 

（その他）     

◎（学会）口頭発表     

１ ○○の△△における□

□上の効果について 

単著 平成○年9月 

 

国際○○学会第○会大

会 

…概要200字程度… 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

２      

◎調査報告     

１ ○○区における△△の

アンケート調査報告 

共著 平成○年２月 ○○――協議会、平成○

○年度○○受託調査、◇

◇に関する報告書 

○○○○、跡見花子、□□□□共同調査 

…概要200字程度… 

・・・・・の一環として行われた、○○区の

2,000人を対象としたアンケーの調査報告

書。△△的な傾向が示された。 

〔12P〕 

２      

３      

◎編・監修、項目執筆     

１ 世界○○全集 監修 平成○年8月～

平成◇年3月 

◇◇出版 …概要200字程度… 

世界の・・・・・・・・・・・した「世界○

○全集」全◇◇巻の監修。 

２ 「○○○」「△△△」

「□□□」 
項目執

筆 

平成○年12月 ○○書房『△△事典』 …概要200字程度… 

全○○○項目のうち、３項目(各項目約△△

字)について、・・・・・・・・・・・・・・

して、解説し、参考文献を付したもの。 

３      

      

 

 

 

教育研究業績に関し、上記のとおり相違ありません。 

 

年   月   日      

  

氏名                         印     
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